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「古代の太陽」について」 
 

「古代
こ だ い

の太陽
たいよう

」は、豊明
ほうめい

が茨
ばら

戸
と

に移転
い て ん

してから正門前
せいもんまえ

に設置
せ っ ち

されている、本校
ほんこう

のモニュメント。生徒
せ い と

や

教職員
きょうしょくいん

、地域住民
じゅうみん

から長年
ながねん

親
した

しまれていますね。１３日には、２、３年生の作業
さぎょう

で、作者の川上り
かわかみり

えさん

が講師
こ う し

に来て
き て

くれ、一緒
いっしょ

に鑑賞
かんしょう

をして、粘土
ね ん ど

で古代
こ だ い

の太陽
たいよう

を作りました。 

 みなさん興味津々
きょうみしんしん

で作品
さくひん

や素材
そ ざ い

の話
はなし

を聞
き

いていました。今回
こんかい

は、製作
せいさく

ではなく制作
せいさく

、製品
せいひん

ではなく

作品づくり
さ く ひ ん づ く り

という意識
い し き

で、思い思い
お も い お も い

の、自分
じ ぶ ん

の太陽
たいよう

を自分
じ ぶ ん

の太陽
たいよう

を作りあげました。完成
かんせい

が楽
たの

しみですね。 

Ｑ．古代の太陽のくぼみは、何を表

現していますか？ 

 

Ａ．顔に見えたり、いきものに見え

たりしませんか？  

リズムが欲しかったので、直感でつ

けました。 

「古代の太陽」は３つの太陽の形から成り立たせています。三は奇数で

す。偶数は、割り切れる数だけど、奇数は割り切れません。３つの太陽

は、友達の数を意識しました。友達が二人だと、話しやすいですね。三

人のとき、二人ばかり話していると、一人あぶれやすい。二人より、三

人でつきあう方が気配りや思いやりが必要です。これは、一歩引いて全

体を眺める視点を持つことにも繋がります。社会の中で人と触れ合うと

き、それはとても大切なことだと思います。 

Ｑ．制作にはどれくらいの時間が、

かかりましたか？ 

 

Ａ．１年前に依頼を受けて、それか

ら作りました。 

大きいので、多くの人と協力して作

りました。 

Ｑ．作品の正面はどっちですか？ 

 

Ａ．どちらも正面と捉えていいです

が、制作中は、学校の校舎が見える

方を正面と考えていました。皆さん

にとっての正面を考えてくれたらう

れしいです。 

 


